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編集後記
　
　プルーストとヴェルヌという、フランス文学においていささか相容れない傾向を持つ２
人の小説家に共通するものは何かと考えたとき、それは「はじまりのはじまり」という効
果に対する感性ではないか、と思ったところから本号の特集テーマは「はじまって」いる。
ジル・ドゥルーズによれば、無意志的記憶と連作が機能し始めるためには２番目となる何
かが必要であり、その到来とともに、１番目でも２番目でもない、両者の間に効果として
出現する横断線が感知されるようになるからだ。それにもちろん、2021年はコロナ禍に
突入して２年目ということもあり、未曽有の経験を「はじまりのはじまり」という反復と
捉え、屈折がありつつも希望的展望の下に笑い飛ばしたいという思いもあった。
　そうした反復による軽やかな笑いの装置として、６篇の論考とエッセイが本号には寄せ
られている。内面性というドイツ的なものの負の烙印の「はじまり」とは別の、翻訳思想
における異質なものへの志向の「はじまり」。日本戦後文学における絶対的な「はじまり」
の不可能性を、川端による二重化された「はじまり」からの系譜として素描する試み。ア
フロブラジル作家が小説の形で語り「はじめる」、人種問題をめぐる歴史的な複数の「は
じまり」。ベンガル詩は押韻とともに「はじまる」が、無韻詩のもたらした緊張関係を「は
じまりのはじまり」として新たな本質として生きていること。イタリア未来派として「は
じまった」芸術家が、その理想形であるべきニューヨークで単純な近代主義とは異なる「は
じまり」を都市の身体に見出すこと。いずれの論考も、国民国家と国語、そしてモダニズ
ムをめぐるものとなっており、複数の「はじまり」が織りなす「はじまりのはじまり」の
競演を、ぜひお楽しみ頂ければ幸いである。
　本号は、前号から「はじまった」書式の変更と全論文の査読制という点でも「はじまり
のはじまり」であるが、大変お忙しい中ご原稿をお寄せ頂いた学内外の先生方、査読をご
快諾下さった皆様には、深く感謝申し上げる。また、所長の沼野恭子先生と幹事の先生方、
そして実際の編集作業に携わって下さったスタッフのみなさんにも心から感謝の意を捧げ
たい。
　ワクチン接種も３回目が「はじまった」現在、事態はすでに「はじまりのはじまり」か
ら筒井康隆的な「はじまりのはじまりのはじまり」的状況へと移行しているようにも見え
る。いずれにしても、反復に偏執（編集？）するのはこのあたりにして、あとはパット・
メセニーの《So May It Secretly Begin》に耳を澄ませ、ひそやかな「はじまり」に身を委
ねることにしよう。

（荒原邦博）
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